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市内最高齢の岩村くめのさんに健康の秘訣をお伺
いしたところ、バランスよく3度の食事をしっかりと

ることだと話してくれました。好きな食べ物は肉だ
そうです。
好きなことは、昔、機を織っていたので、糸仕事、

編み物。今でもセーターなどを編んでいて、お話を
伺った時に着ていたセーターも、くめのさんが編ん
だ物でした。手先を使うことも健康の秘訣かもしれ
ません。
昔から体を動かす事が好きで、よく働いていたせ

いか、今まで大きな病気もしていないそうです。
元気に話していただいたくめのさん。これからもお体

を大切にして、いつまでもお元気でお過ごしください。
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〇
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岩
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